
組織診断Ｌ 環境適合測定
【分析結果の見方】

環境適合測定では、一緒に仕事をしたくないタイプを40種類に分けて数値化しています。全体的に数値が高い組織の社

員は、仕事や目標よりも人間関係にエネルギーを消耗している可能性があります。組織理解のためのツールとして、また
リーダーの行動指針の資料としてご活用ください。

環境適合測定 全体

縦軸の数値は、折れ線の最高値と最
低値によって変わります。別の折れ線
グラフと見比べる際はご注意ください。

分類別では比較しやすいように折れ線グラフで表
示しています。それぞれのグループの数値が高い
項目や、2つのグループの差が大きい項目に注目
することで、より明確に組織の現状を把握できます。

環境適合測定 分類別

上位のタイプ（数値が高い項目）は、実際にその組織に存
在している可能性があり、社員はその人間関係にエネル
ギーを費やしているかもしれません。問題を解消し、社員が
本来の仕事や目標に集中できるようになるための手がかり
にしてください。

全体グラフは、順位一覧として表示しています。まずは左上の拒
絶度数のもっとも高いタイプに注目してください。数値が高い程、
社員は「このタイプとは一緒に働きたくない」と感じています。

求められていない行動が具体的に列挙されて
いるので、責任者へフィードバックすることで
リーダーの行動指針の資料となります。

分類別に求められていない行動を把握することで、
より状況に応じたリーダー像が見えてきます。

-100から+100の幅で指数化していますが、0
以下の項目については「気にしない」としてグ
ラフ上は表示していません。


